
1 0  寒 冷地における 自然流下式糞尿溝牛舎の適応性
(畜 試乳牛部 )

( 1 ) 背 景 とね らい

寒冷地における自然流下式養尿構牛舎の適応性については,こ の型式牛舎の使用が暖地で

始まったため、農家の実態調査でも明らかなように寒冷地における菱尿液化については技術

的に難点が多くt普 偏的な使用がなされていなかった。このため当場では 「寒冷地における

草地型酪農事業経営費用化技術組立討駿」において、自然流下式発尿滞牛舎を設置し、実際

に供  結 果、知見々を得たので参考に供する。

( 2 ) 技 術の内 容

1)糞 尿簿の深さについてみると暖地における標準的な、糞尿表面勾配は、冬期間 1/30

程度となるので当場では 1/25に 見億り、器の深さを110筋 とした。 (計算式は表

1参照 )実績では冬期間の最大表面勾配は 1/33で あり、葉尿の流下は良好である。

2)牛 床の長さは牛の後庶がスノヨ上に乗らないで牛床に乗るのが良V、 おぉむね体高の

i 5初
増でよい。当牛舎の牛群の体高は 1366士 &9効 でぁりt牛 床の長さは 1'40筋

とした。このことにより械姉の障害はなく、又牛床、牛体のよごれも少なかった。

3)当 牛舎の管理労働はパ
ーンクリニナ方式に比べて省力が可能である。 (表 2a4図

力1)
'  1日

地'廷寿満で夏7:時 間、冬 87時 間、年商 ュ頭当りQ84蒔 間でぅちた。又、本

型式では糞尿処理施設が糞尿溜、ポンプタンカー等となり、従来の方式とくらべて経費

も節滅される。 (表 5参照 )       i  t 十

4),ス トル使用の資材は、野 の接地面積の大きい角鉄が抜端保護上から、丸鉄より好ま

しい。またも糞除去作業の面からは角鉄、丸鉄に差はなかった。

5)ス ラツー処理の為にポンプタンカーを使用したが、この最大散布巾は片側利用で30

れは可能である。

( 3 ) 指 導上 の留 意点

1)顕 数規模 40頭 以下の場合に適応すること。

2)繁 尿の土地記元が自己完結できる経営であり、牛舎周辺に 1頭 20a以 上の飼料圃場

を有し、液状肥料として散布できること。

3)カ ウトレーナーを設置し、糞尿が牛床に落ちないようにすること。

4)舞 尿貯溜樽の容積は、優雪期間の貯溜量を配慮し、 3構 式以上とすること。また襲尿

溜はその上面が、棄尿簿底面より高くならないように設計すること。現絆はジニットア

ジテニターを使用したが、撹枠じやすくするためには、貯溜贈の容積は各糟 100ガ 以

下が望ましい。
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5)ポ ンプタンカーの波上げ、撹1牟Rサの土砂混入による,1れヽを防ぐためには、牛足による薔

舎内への土砂の1子ち込み防上のため足洗粉の設|■をした方が良い。な湾施iuヤ等の点から

スラツーポンプとパキュームカーの体系についても今後の検討が必要である。

( 4 ) 関 連試験 課題

自然流下式☆尿処理施設の寒冷地適iS性に関する試験 (S4P)

寒冷!也における革地型酪捜専米経営業用rヒ技術組立試験 (S51～ 55)

( 3 ) 参 考 資料

寒冷地における革地型錨農事業経営実用化技術組立試号熊5■ 52年 中間撫告講、 53年 中間

報告書、東北農業研究第25号

( 6 ) 主 要 成果 の 具体 的数字

表 1  究 尿構の深さを求める式

窒尿構の深さ=溝 の最上流部のネノヨと貯瀬面との間隔 (10～ 20筋 )十 (牛床の巾X頭 数

十最下流の牛床端からせき板までの距離× 1/25～ 1/30+せ き板の高さ

表 2 乳牛管理作業時間に占める究尿処理時間の増」合

1日 当り両者 30頭 規模の場合

項  目
牛舎構造 B / A

一 一 一 一 一 一 ― ― ― … 一 ― ‐ ― 一 ヤ ー ー ~

C 自 然 流 下 式

D パ ーンクリーナ方式

C/D “

11. 25 1     ■  21
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表31自 然流下式牛舎における乳牛管理作業時間o日 当り

表 4 北 海道購農の年間管理労働

飼 養 頭 数 1頭当たり鋤 効軸間

1 9

7 - 9

1 0 ～1 4

1 5 ～1 9

20み日29

3 0 ～

2 7 6

2 6 4

2 3 3

1 9 5

1 2 9

3 1 7
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「自然流下式」ポンプタンカー 1台 による体系
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図■ 3 自然流下式牛舎の糞尿構と尿溜構造断面模式図
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